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＜連絡事項＞
· 昨日よりスタッフの個別面談が開始となっています。予定表に合わせ進めています。

· 看護グループ内研修が8～9日に開催されています。対象把握して研修に望んで下さい。

· SST研修が予定されています。

　　病棟からは小笠原Ns・半澤CWが参加予定となっています。

· 新しい観葉植物が３つ病棟に入っています。ソファーと麻雀台の間に設置してあります。

· 来週の皮膚科は15（月）が祭日のため、17（水）南病棟終了後の診察となります。

· 10日13～14時で嗜好調査が行われます。カンファレンスの時間と重なりますが、栄養士が来るので協力を行ってください。

＜患者様連絡事項＞

・三浦　一男　様～9日（水）より経管栄養の変更があります。

　　　　　　　　　　6：00　アイソジェン1P＋100㏄

　　　　　　　　　 12：00　アイソジェン1P＋メイバランス1P＋100㏄

　　　　　　　　　 18：00　アイソジェン1P＋100㏄

　　　　　　　　メイバランスは貧血傾向（銅が低い）のため、継続購入となります。

また、抗生剤（10日の5時、17時）・臨時薬（9/10昼～）が処方となっています。

・川口　伸恵　様～臨時薬が継続処方（9/9昼～）となっています。また、作業療法導入の指示あり、本日見学を行っています。

・峰田　満男　様～臨時薬（寝る前のみ）が継続処方（9/9寝る前～）となっています。

・吹越　弘友紀様～退院時処方（9/9昼～/9T）。排便の確認が行えていない為、グリセリン浣腸が処方。施行し、排便確認しています。

・田中　ミサオ様～他科（整形）薬が9/10朝でなくなります。主治医より、一時止めとし湿布にて経過観察となります。ご家族より要請があれば整形受診を検討していきます。

・菅井　浩子　様～臨時薬（リントン）1週間分継続処方。以後定期となります。

・松橋　清子　様～食事量が確保され、排尿量も多い事から点滴が3本から1本に変更となります。点滴の内容はペンライブ500ml+アスコルビン酸1A+ダイビタミックス1A+アスパラK1Aで抜き差しになります。また、内服薬のアスパラK(300)3×が1週間分継続処方となっています。

・木村　敏　様　～排便見られず、下剤（シンラック）が処方となっています。様子観察行ってください。

・青木　君夫　様～約1ヶ月後程度での措置解除を検討しています。医療保護入院へ切り替え後、退院に向け外泊訓練を行うとの方針を主治医より本人へ説明しています。

・高橋　幸雄　様～午後の診察にて臨時薬が2日分処方となっています。9/11(木)に診察して継続の処方を出すそうです。喫煙の許可が出ています。Ａユニットの時間に合わせ、2～3本／1回で実施して下さい。

・助川　幸雄　様～喫煙の許可が出ています。Ａユニットの時間に合わせ、1本／1回で実施して下さい（スタッフ付き添いにて）。本日、家族の差し入れあり、その中にお酒（焼酎）が入っており、本人いわく「膝に塗る」とのことで、家族も以前より塗っていたので持ってきたとのこと。次回の家族の面会時や差し入れを持ってきた際などに返却し、家族に今後は持ってこないように説明しましょう。物はAのスタッフオフィスにて保管しています。入院時検査の血沈の結果、亢進見られている為、発熱等や炎症症状にに注意して観察して下さい。

＜ボディチェックについて＞

・何の為に行うのか？

　　　　→危険物の除去、安全管理。

・危険物の除去がされていない事によって起こりうる事故を十分に考慮し、危機管理意識の強化を図る。スタッフの危機管理意識の不足、職員が慣れてきた頃が危険な為、改めて緊張感を持ち業務に当たってください。

・入院時、外出泊からの帰院時、転入受け入れ時等のボディチェックの徹底して実施しましょう。

・チェック表を作成して活用してはどうかとの案が出ています。













